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論 文 内 容 の 要 旨
序 章
これ までの社 会学 にお いて 「芸術」 にかか わる問題 は、 マ ックス ・ウェーバ ーやゲ オル ク ・
ジンメル、テオ ドール ・ア ドル ノらの社会学 者たち、 また今 日の社会学の展開に大 きな影 響 を
与えて いる数多 くの哲学者や思 想家たちが 関心 をよせて きた問題 であるに もかかわ らず、 近代
におけるその重要性 に見合 う位 置づけを与 え られて いな い。社会学 的な著作 のなかで、実 証的
な手法以外 で芸術 が取 りあげ られ た場合、それは社会学 の領域 の もので はな く、著者 のた んな
る 「趣味的な」領 域 としてさえ とらえ られ る傾向 にあるのではなかろ うか。 このように社会 学
において、 芸術 の問題 がほ とんど等 閑視 されて いると言え るような状態 におかれ続 けているの
は、 芸術作 品は例外 的な個人で ある天才のきわめて独創的な創造物で あ り、 さ らに芸術作品 は
絶対永遠 の価値 をもって いるた め、時代的環境や社会生活か ら超越 して いるとみなされて きた
か らである。つ ま り、社会学的な方法 をもって しては、 芸術の本質 とも言 うべ きもの をと らえ
ることはで きな いと考 え ら.れて きたのである。 しか し、 このよ うな近代 における諸芸術の超越
性や 自律性、 またそ のよ うな芸術の存在を とりま く諸概 念 にっいて、 芸術社会学や 芸術 の社会
史のみな らず、 比較的新 しい分野であるカルチュラル ・スタデ ィーズな どにおいて も批判 的 に
考察 され るよ うにな って きてい る。 しか し、 それ に もか かわ らず、 なぜ かそのよ うな試み にお
いて も、 「クラシ ック」 と称 されて いる(近 代)西 欧音楽は ほ とん ど取 りあげ られ ることが な
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いままなので ある。
音楽 は 目で見 ることも、触れ る こともできない音の世界 にかかわる ものであるため、 もっと
も主観的である とともに普遍的 なものを表現する芸術 として考 え られ てきた。 この音楽の不可
視で、 と らえがた いという性格が、芸術の理想的な状態 として、 とりわけ19世 紀後 半か ら20世
紀 の多 くの芸術家たち を魅 了し続 けて きたのである。そ れ と同時 に、 まさに このよ うな音楽の
存在 が、音楽 について の社会学的 な考察 をきわめて困難 な ものにもしているのである。しか し、
音楽 はつね に目で見る ことので きな い世界にかかわ り続 けてきた ものであると して も、 そのよ
うな音楽 の存在に、何 らかの近代 の特性を見出す ことが できるのではないのだ ろうか。
そ こで本稿では、美の 自律的かつ超越的な存在 が近代 の芸術 のなかで も、 とりわ け音楽の存
在 の本質 をなす ものとして考え られ るようになる過程 を、い くつかの側 面か ら明 らか にす るこ
とを試みる。つ まり、近代にお いて音楽が芸術 の理想的 な状態 とみなされ るようになる過程 を、
マ ックス ・ウ ェーバーの音楽社会学 における音楽 の合理化 についての議論 を展 開す る ことをと
お して、19世 紀 における音楽 につ いての概 念の大 きな転 換 と、 その転換 を可能 に した音楽の歴
史的な展開、さ らに音楽 をと りま く19世 紀の諸芸術 の試 みか ら明 らかにす る ことが 本稿での試
みで ある。
第1.章 近代音 楽の二重 の合 理化
マ ックス ・ウ ェーバー と近代 音楽の合理化 について一
第1章 では、近代 にお ける音楽の存在 について考 えるために、 ウェーバー の未完 の草稿 とし
て残 されたr音 楽社会学 音楽の合理 的社会学的基礎』 について考察す る。
近代において 芸術 は、 もっ とも主観 的な領域 のひ とつ として考 え られて きた。 しか しマ ック
ス ・ウェーバー は、 この芸術 のなかで も、 もっ とも感覚 的な もの とされて きた音楽 において こ
そ 理性が重要な役割 をはた してきた ことを見 出し、音楽 を芸術社会学 の 「礎石」 として、社会
学 的考察 の対象 に したので ある。音 という 目に見 えな い現象 を用 いて作品 をつ く りあげ る音楽
とい う芸術 を、合理化 とい う視 点か らとらえることはで きるので あろうか。 もしそれが可能 で
ある とすれば、音楽 の合理化 における西欧 近代固有 の特性 とは、 いったいどのような ものなの
であろうか。 これが音楽社会学 にお けるウェーバーの課題で ある。
このウェーバー の音楽社会学 が、音楽 の合理化 について論 じた もので あるとい うこ とは これ
まで もたびたび指摘 されて きた。 しか し、この合理化が いった いどのような ものな のか という、
合理化 の内実が問題 にな ると、 ほ とん どの場合、つぎのよ うな合理化 の直線的な過程 と して と
らえ られて いる。西欧近代の音楽 は、調性 をかたちつ くる 「和声的合理化」 の過程 として特徴
づ ける ことがで き、それは 中世後期 あるいはルネサ ンス に端 を発 し、 さまざまな矛盾 をともな
いなが らも、それ を乗 り越えて突 きすすみ、20世 紀初頭 にお いて頂点 にいたる と同時 に崩壊す
る。 このよ うな西欧近代音楽 の歴史は、それを合理化 の視 点か ら論 じる ことはまれである とは
いえ、遠近法の歴史的な展開 と重な り合 うものであ り、 きわめて一般的な西 欧音 楽史の とらえ
方で あると言える。 それでは、 この過程を合理化 として描 き出すウ ェーバー独 自の視 点 とは、
いった いどのよ うな ものなので あろうか。
ウェーバーが合理化 の過 程 を多義的な もの として とらえ、 また合 理化 の方 向にもさ まざ まな
ものが ある と考 えて いた ことは、 『宗教社会学論 集』 の 「序言」な どにお いて、 合理性 の多様
性や、多種 多様 な意義 を強調 している ことに現われて いる。 ある現 象が合理的か否 かは、 どの.
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よ うな 観 点 か らそ れ を と らえ る か に よ る の で あ り、 あ る観 点 か ら合 理 的 にみ え る現 象 も、 他 の
点 か らみ る と非 合 理 的 な もの にな りえ る の で あ る。 この よ うな ウ ェーバ ー の合 理 性 につ い て の
考 え方 を とお して 、 西 欧 音 楽 の 合 理化 の 過 程 をみ た場 合 、 そ れ は どの よ うな もの と して 現 わ れ
る こ と にな る の で あ ろ うか 。
音 楽 は 無 限 の 音 世 界 の な か の す べ て の 音 を、 そ の ま ま の か た ち で用 い る こ とは で き な い 。 こ
のた め、 そ の な か か らい くつ か の 音 を、 数 比 な どを用 い て と り出す こ とに よ って 、 音 楽 に使 う
こ とが で き る よ う にす る の で あ る。 この音 の も とめか た に は さ ま ざ ま な方 法 が あ り、 古 代 ギ リ
シ ア以 来 、 多 種 多 様 な 音 組 織 が今 日ま で試 み られ て き た の で あ る。 この ピ ュ タ ゴ ラ ス 以 来 の も
の と され る数 を 背 景 に した 音 組 織 の歴 史 に 、 ウ ェー バ ー は音 楽 に お け る 理性 の は た らき の 重 要
性 を見 出 した の で あ る。 そ こで ウ ェー バ ー は 、 こ の音 組 織 を も と め る方 法 を2つ の も の に 区 別
す る。 ひ とつ は 、 音 と音 の 間 隔 を均 一化 した り、 音 と音 との 「差」 か ら新 た な音 を も とめ る と
い った よ うに 、 音 ど う しの 関 係 をそ の 間 隔 にお いて と らえ る 「間 隔 原 理」 に よ る も の で あ る 。
も う ひ とつ の もの は 、 音 程 を 単 純 な 整 数 比 に も とつ く協 和 す る響 き の 関 係 に よ って も と め る
「和 声 的 分 割 原 理 」 によ る も の で あ る。 この2つ の 音 組 織 を も と め る原 理 に も とづ き、 音 組 織
の 合 理 化 に は2つ の 方 向が 、 つ ま り 「間 隔 的 合 理 化 」 と 「和 声 的 合 理 化 」 が あ る こ と にな る の
で あ る。
これ まで、 ウ ェー バ ー の 音 楽 社会 学 の 主 眼 で あ る近 代 西 欧音 楽 の合 理 化 の特 性 は、 この 後 者
の 「和 声 的合 理化 」 に あ る と論 じ られ て き た。 西 欧 近 代 音 楽 の特 性 で あ る 「調 性 」 は 「和 声」
に も とつ く もの で あ り、 した が っ て 中世 か ら近 代 へ の音 楽 の移 行 は、 この前 者 の合 理 化 か ら後
者 の 合 理 化 へ の 移行 と して と らえ る こ とがで き る と考 え られ て き た ので あ る。 この よ うに考 え
られ た場 合 、 近 代 西 欧音 楽 の合 理 化 は、 直 線 的 な 和 声 的 合 理 化 の進 展 過 程 と して 描 か れ る こ と
に な る の で あ る。 しか しな が ら、 『音 楽 社 会 学』 を この2つ の合 理 化 と い う視 点 の も とに あ らた
め て読 み解 い て ゆ く と、 近 代西 欧 音 楽 の合 理 化 につ いて の も うひ とつ の解 釈 を得 る こ とが で き
る。 それ は、近 代 西 欧音 楽 の合 理 化 は、こ の互 い に対 立 し合 う2つ の合 理 化 の 一 方 の も の に よ っ
て で は な く、 そ の2つ の合 理 化 が 交 錯 す る こと に よ って か た ちつ く られ て きた と い う も の で あ
る。 この こ とに よ って 、 これ まで 、 遠 近 法 的 な 空 問 の よ う に統 一 され た もの で あ り、 一 枚 岩 的
な均 質 的空 間 と して考 え られ て きた 近 代 音 楽 の調 性 の 空 間 が 、 こ の2つ の合 理 化 の 原 理 に よ る
矛 盾 を 内包 した もの で あ る こ とが 明 らか に な る の で あ る。 この よ うに2つ の 合 理 化 の原 理 に
よ っ て、 いわ ば 引 き裂 か れ た もの で あ る近 代 音 楽 の 存 在 は、 「芸術 の た め の 芸 術 」 と い う言 葉
で表 され る よ うな19世 紀 後 半 にお け る近 代 芸 術 の 「自己 純 化 」 の 過 程 の な か で 、 い っ た い ど の
よ うに と らえ られ 、 また そ の過 程 にお いて 、 どの よ う に して 芸 術 の理 想 と して の 地 位 を獲 得 す
る に いた った ので あ ろ うか 。 この こ とに つ い て考 え る た め に、19世 紀 に お い て 音楽 が どの よ う
な も の と して 位 置 づ け られ て いた の か を、 シ ャル ル ・ボ ー ドレー ル の 音 楽論 に お い て考 え て み
る ことが 第2章 で の試 み で あ る。
第2章 「空 間 」 と して の 音 楽
シ ャル ル ・ボ ー ドレー ル の音 楽 論 一
ボ ー ドレー ル の作 品 を ひ も とい て み る と、 ほ とん どす べ て の作 品 のな か で 、 音 楽 の比 喩 が さ
まざ まな か た ち で 用 い られ て い る こ とがわ か る。 しか しなが ら、 ボー ドレー ル の独 立 した 音 楽
論 は1861年 に 発 表 さ れ た 「リ ヒ ャル ト ・ヴ ァー グ ナ ー と 『タ ンホ イ ザ ー 』 の パ リ初 演 」 の 一 編
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のみ で あ り、 これ が ボ ー ドレー ル の 音 楽 論 と して は も っ とも よ くと りあげ られ る 作 品 にな って
い る。 しか し、 第2章 で 取 り あげ て み た い の は、 この ヴ ァー グ ナ ー につ いて の 論 考 で はな く、
遺 稿 の ア フ ォ リズ ム 集 『赤裸 の 心』 の な か の つ ぎ の言 葉 で あ る。
音楽は空間 の観念 を与え る。
すべての芸術が、多かれ少なかれそ うだ。なぜな ら、芸術は数であ り、 数は空間 の翻訳
であるか ら。
こ こで ボ ー ドレー ル は 、 音 楽 と空 間、 あ る いは 数 と を結 び つ けて 考 え て い る が 、 こ の よ うな
考 え方 は 一 般 的 な もの で は な い 。 とい うの も音 楽 は 、空 間 芸 術 で あ る絵 画 や 彫 刻 に対 して 、「時
間 芸 術」 で あ る と考 え られ て き た か らで あ る。 そ れ で は 、 な ぜ ボ ー ドレー ル は 音 楽 を空 間 あ る
いは 数 にお い て考 え る の で あ ろ うか。
音 楽 と数 との 結 び つ き を 見 出 した の は、 古 代 ギ リシ ア の ピ ュ タゴ ラス で あ る と され て お り、
した が って 、 この ボ ー ドレー ル の 音楽 論 は ピ ュ タゴ ラス 以 来 の 「天 球 の音 楽」 と い う考 え方 に
も とつ く もの で あ る と考 え られ る こ とにな る。 しか し、こ の よ うな 音 楽 と数 との む す び つ きは 、
ピ ュタ ゴ ラス の 音 楽論 を想 起 さ せ る も ので あ る と して も、 は た して ボ ー ドレー ル は 音 楽 と数 と
の 関 係 を、 この よ うな視 点 か ら と らえて い た ので あ ろ うか 。 つ ま り、 ボ ー ドレー ル は こ の音 楽
と数 との 結 び つ き の な か に、 近 代(「 モ デ ル ニ テ」)の 芸 術 の重 要 な 側 面 を読 み と って いた ので
あ り、 この こ とか ら音 楽 を近 代 にお け る芸 術 の理 想 とみ な す こ と にな っ た ので は な い の だ ろ う
か 。
この 近代 に お け る音 楽 の数 との結 び つ き の特 性 の 問 題 こそ 、 ウ ェー バ ー の音 楽 社 会 学 にお け
る 問 い、 つ ま り西 欧 近 代 音 楽 の合 理 化 の特 殊 性 とは 何 か とい う 問 いな ので あ る。 そ こで 、 第1
章 にお い て ウ ェー バ ー のr音 楽 社 会 学 』 か ら読 み とる こ と ので き た2つ の合 理 化 にお い て と ら
え られ る 矛 盾 を は らん だ 近 代 の音 楽 の 存 在 が 、 ど の よ う に ボ ー ドレー ル の音 楽 論 を か た ち つ
くっ て い る のか を考 察 す る と、 つ ぎ の ことが 明 らか に な る。 まず 、 ボ ー ドレー ル の 音 楽 と数 に
つ い て の 議 論 は、 「天 球 の音 楽 」 と い う考 え 方 に依 拠 した も の で はな く、 近 代 の 音 楽 の存 在 に
も とつ いた も ので あ る。 つ ま り、 ボ ー ドレー ル が音 楽 と数 との か か わ りを重 要 視 す る の は、 そ
の こ とに よ って 、 目で 見 る こ と はで きな いが 、す で に 存 在 す る 万 象 の調 和 の原 理 を見 出す た め
で は な く、芸術 家 に よ っ て構 築 され る作 品そ れ じた い と して の 「調和 」の な か に 「モデ ル ニ テ」
の美 を見 出 そ う と して い た た め で あ る。 近 代 の音 楽 に お け る数 は、 「天 球 の 音 楽」 と い う考 え
方 と のか か わ り を何 らか の か た ち で 示 して い る と して も、 もはや そ の音 組 織 の基 盤 は ま っ た く
異 な った もの にな って い た の で ある。 さ らに、 この よ うに ボ ー ドレー ル が 芸 術 作 品 に も とめ る
「調 和(ハ ー モ ニ ー)」 は、 一見 、 近 代 の音 楽 にお け る 「和 声(ハ ー モニ ー)」 を意 味 して い る
も のの よ うに も見 え る。 しか しな が ら、 ボ ー ドレー ル の言 う意 味 で の 「調 和 」 は、 近 代 の調 性
音 楽 にお け る 調和=和 声 を意 味 して い る の で はな く、 む しろ、 近 代 音 楽 の特 性 をか た ちつ くる
もの で あ りな が ら、 この 調 的 な 調和 とは 矛盾 す る よ うな 原 理 に基 盤 を も った 音 組 織 に も とつ い
た もの な の で あ る。 この こ とに よ っ て 、 ボー ドレー ル の音 楽 論 は、 調 性 が 崩 壊 して ゆ く後 期 ロ
マ ン派 か ら20世 紀 は じめ の音 楽 の存 在 を描 き 出す も の と して 読 む こ と もで き る の で あ る。
さ て、 この よ う にボ ー ドレー ル が 芸 術 の理 想 と して 考 えた 音 楽 の存 在 は、 近 代 にお いて 、 ど
の よ うに して作 りあげ られ て き た ので あ ろ うか 。 こ の近 代 にお け る音 楽 の 存 在 を、 絵 画 にお け
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る遠近法 と、芸術 の 自己純化 が追求 され る過程 にお いて も とめ られた芸術 の理想、 さ らに音楽
と言 葉のかかわ りな どの点 か ら考 える ことが第3章 で の試 みで ある。
第3章 語 りえな いもの として の音楽
これまで、音楽 における調性 と絵画 にお ける遠近法は、 た とえば ウェーバーが 『宗教社会学
論集』 の 「序言」 において、西 欧近代合理主義の特殊性が あ らわれてい るもの として この2つ
をあげていたよ うに、 しば しば な らべて論 じ られて きた。それ はそ の両者がルネサ ンスにおい
てか たちつ くられ る とともに、19世 紀後半か ら20世 紀初頭 にお いて崩壊す るというように、軌
を一 に した展 開をた どってきたためで ある。 しか し、 このような歴史的な展開 のほか に、 この
調性 の空 間 と遠 近法の空 間の構 成は、 どのような点で類似 して いる、 あるいは異な って いるの
であろ うか。第3章 で は、 まず この遠近法 と調性 の空間 との関係 につ いて考 える。 つ ぎに、対
象を表象=再 現す る方法で ある遠近法か ら、 しだい に絵画 の技法が隔た ってゆ くにつれて、つ
ま り絵画 の空 間が たんなる対象 の模倣ではな く、それ じた いと して 自律化 してゆ くに したが っ
て、音楽 が芸術 における理想的 な状態 として考え られ るようにな る過程 を考察す る。 ここに遠
近法 と調性音楽 とあいだ にある種 のずれが生 じる ことにな るので ある。 とい うの も、遠近法 の
崩壊 にお いて理想 とされ たのが、 まさに調性音楽の存在一 ウェーバーの 『音楽社会学』 につい
て の考察 にお いて 明 らか にな ったよ うに、 この音楽の存在 じた いが矛盾 を伴 った ものでは ある
が一 にほか な らな いか らで ある。 このよ うに音楽が芸術の理想的な状態 として考え られ るよう
にな るのは、音楽 についての考 え方 の根本的な転換 にささえ られた ものであ り、そ れは、ウェー
バーが考察 した近代 にお ける音楽 の合理化に もとついた、19世 紀 におけ る音楽 と言葉 につ いて
の考 え方 の変貌 を背景 にした ものなのである。
古代ギ リシア以来、音楽は言葉 にしたが うべき もの として考え られ、音楽 と言葉 とが融合 し
た状態、つ ま り音楽 の起源 としての 「ムーシケー」 が音 楽の、あるいは芸術 の本来 あ るべ き姿
として繰 り返 し主張 されて きた。 しか し、 このよ うな主張が近代以降において もしば しば繰 り
返 されてきた背景 には、音楽が合理化 されるに した がって、みず か らに 「固有 の法 則性の展開」
(ウ ェーバー)を 示すよ うにな り、テクス トに依拠 した中世の声楽中心の音楽 か ら、言葉か ら
乖離 した、器楽 を 中心 にした音楽が展 開 してゆ くとい う、 音楽 の歴史 的な展 開が存 在 している
のである。 中世やルネサ ンスにおける音楽 の中心 であった声楽曲の場 合、音楽 はテクス トに依
拠 した もの とな り、 したがって楽曲 として の統一感 は、 テクス トの統一性 をた よ りにする こと
ができた。 しか しなが ら、バ ロック以 降進展 した、 もはや テクス トをもたず、楽器 だけによっ
て演奏 され る器楽 曲においては、楽 曲の統一感 を生み 出す ための新た な手法が必要 とされ たの
である。 この新 たな手法 として構築 された のが 「調性」 であった。 この調性 の組織 において、
主音 を中心 に した主調か ら、 た とえ他 の調 に移調 して いった として も、最後 にはふ たたび主調
に回帰す る ことにな り、 いわば 主音や主調 を主人公 にしたひ とつの物語 のようなか たちで楽 曲
と しての統一感が つ くり出され ることにな る。 この調の関係 に、主題 の展開が しっか りと組み
合わ された ソナ タ形式 は、 まさにこの極致 とも言え るよ うな形態な ので ある。 この よ うに音楽
は、 しだ いに言葉か ら乖離 して ゆくとともに、みず か らに固有 の言語 を獲得す ることにな った
ので あるが、まさにこの言葉 との結びっ きの欠如のため に、美学 の誕生 した18世 紀 にお いて は、
音楽 には低 い位置づ けしか与 え られない ことにもなったので ある。
このような状況 にた いして、 当初、器楽のみの作 品 も実は歌 に起源 をもつ ものであ るという主
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張 によ っ て、 音 楽 の負 の 側 面 を お ぎ な う とす る議 論 が な され た 。 しか し、 この 音 楽 の負 の側 面
を逆 に、 音 楽 とい う芸 術 の 固 有性 とす る考 え方 、 つ ま り言 葉 を もた な い 音 楽 こそ 、 音 楽 の本 来
あ る べ き姿 で あ る と い う考 え 方 が19世 紀 にお いて か た ちつ く られ て い っ た の で あ る 。 そ して 、
この よ うな 音楽 の 近 代 的 な存 在 に、 ボー ドレー ル をふ く め、 多 くの 芸術 家 た ち が 近 代 にお け る
芸 術 の理 想 的 な 姿 を見 出 す こ とに な った の で あ る。
そ れ で は、 この よ う に 自律 した 領 域 を な す も の と して 考 え られ る こ と に な っ た 近 代 の 芸 術
は 、 近代 の諸 空 間 、 と りわ け 近 代 の都 市 空 間 とど の よ うな 関 係 にあ る の で あ ろ うか 。 この芸 術
の 空 間 と都 市 空 間 と の 関係 を、 「砂 漠 」 にお け る 「巡 礼 」 を キ ー ワー ドに読 み 解 い て い く のが
第4章 で の試 み で あ る。
第4章 近 代 の 空 間 と芸 術
キ リス ト教 にお い て 砂 漠 は 、 「死 と再 生 の儀 礼 劇」 と して の 巡 礼 の場 、 つ ま り現 世 に お け る
死 に よ って 再 生 の可 能 性 を得 る こと ので き る場 で あ り、 巡 礼 とは、 都 市 の秩 序 に た い す る混 沌
の領 域 を放 浪 す る こ とを意 味 して いた 。
古 代 末 期 か ら 中世 へ の 移 行 期 で あ る4、5世 紀 、 しだ い に ヒエ ラル キ ア化 ・世 俗 化 して ゆ く
教 会 にた い して の反 発 か ら、 お び た だ しい 数 の 人 々 が 家 と故 郷 を棄 て、 砂 漠 にお け る 巡 礼 者 と
な り、 苦行 と放 浪 に生 涯 を ゆだ ね た。 しか し、 この都 市 の外 部 に位 置 づ け られ て き た砂 漠 に お
け る巡 礼 は、 教 会 組 織 に と って 問 題 にな っ て い っ た の で あ る。 とい う の も、 そ れ は 教 会組 織 の
崩 壊 につ な が る も ので あ り、 神 へ 通 じる 唯 一 の道 と して の 教会 とい う考 え に反 す る もの だ っ た
か らで あ る。 この よ うな 状 況 にお い て、 ロー マ教 会 は 教 会 に新 た な意 味 を与 え る こ とで、 巡 礼
の 形 態 を 変 え よ う と した 。 つ ま り教会 自体 が 地 上 を旅 す る 巡礼 者 を意 味 す る も の とさ れ た の で
あ る。 しか し、 この よ うな 巡 礼 の 形態 は さ らに、 宗 教 改 革 と とも に変 貌 して い っ た の で あ り、
プ ロテ ス タ ン トた ち によ っ て 、 これ まで 都 市 の外 部 の空 間 をな して きた 砂 漠 は 都 市 の 内部 に も
ち こまれ 、 都 市 に お け る 経 験 じた い が砂 漠 的 な も の に変 貌 して い った ので あ る。 こ の よ うに近
代 の都 市 空 間が 構 築 され て ゆ くなか で 、 パ ノラマ や 塔 な ど とい った 遠 近 法 的 な 視 点 を構 築 す る
装置 は、 と りわ け18世 紀 末 以 降、 急 速 に 人 口が 増 大 し、 拡 大 す る都 市 空 間 にお い て 重 要 な 意 味
を も って いた ので あ る。 そ れ は、 た えず 変 貌 す る都 市 の空 間 のな か で は 失 わ れ て し ま う、 み ず
か らを位 置 づ け る た め の場 所 を、 ふ た た び 観 客 た ちが と り戻 す 場 をな して い た の で あ る。 しか
し、 この 都 市 そ の もの を絵 画 的な も の に し、 そ れ を鑑 賞 す る視 線 に よ っ て、 芸 術 作 品 の存 在 は
お び や か され る こ と にな る ので あ る。 と い う の も、 そ こで は 鑑 賞 と消 費 へ の ま な ざ し、 つ ま り
芸 術 と商 品 のあ いだ の まな ざ しの差 異 が 、 ます ます 希 薄 な もの にな っ て い っ た か らで あ る。
このよ うな 状 況 にお いて 、 芸 術 の 自律 性 を護 る た め の 最 後 の 砦 と も言 うべ き 美 術 館 、 あ るい
は コ ンサ ー ト ・ホ ー ル が 、 つ ま り芸 術 外 の い か な る もの か ら も隔 絶 され た芸 術 の た め の空 間 が
構 築 され て い っ た ので あ る。 しか し、 マ ルセ ル ・プ ル ー ス トとポ ール ・ヴ ァ レ リー は 、 この よ
うな 芸 術 の た め の 空 間 も、 じつ は 近 代 にお け る 都 市 の 空 間 と共 通 す る も ので あ る とい う こ と
を、 つ ま りあ らゆ る 作 品 を 展 示 し、 あ る い は演 奏 で き る よ うに無 色透 明化 され た空 間 は、 都 市
の 空 間 を構 築 して い る原 理 と異 な る も ので は な い と い う こ とを見 抜 いて いた ので あ る。 しか し
な が ら、 この よ う な 共 通 す る洞 察 に もか か わ らず 、 こ こか ら美術 館 につ い て の2人 の 立 場 は分
か れ て ゆ く こ とに な る。
プ ル ー ス トは 、 旅 行 につ い て 語 る な か で 、 駅 、 と りわ け駅 に掲 げ られ た 都 市 の 名 を記 し た
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「駅 標 板 」 は、 都 市 の本 質 を示 す も の と語 って いる が 、 そ れ と同 時 に駅 の経 験 と美 術 館 の経 験
と を結 び つ け て い る。 つ ま り、 プル ー ス トによ っ て 美術 館 は、 駅 を介 して都 市 と結 び つ け られ
る こ とにな る の で あ る。 そ の美 術 館 と結 び つ く こ とに な る 都 市 空 間 は、 近代 に お いて 砂 漠 的 な
も の と して 構 築 され た も ので あ るた め 、 美 術館 の 空 間 もま た砂 漠 的 な もの とな る の で あ り、 そ
こで の作 品 た ち は か つ て の巡 礼 者 た ち の よ う に、 世 間 との 絆 を 断 ち切 る こ と、 つ ま り現 世 にお
け る死 に よ って 、あ らた な 生 を う ける こ と にな る の で あ る。 この よ うに プル ー ス トは 美術 館 に 、
芸 術 作 品 の死 に よ る 「再 生」 の可 能 性 をみ る。 しか し、 そ の 一方 で ヴ ァ レ リー は、 そ れ は 芸 術
本 来 の姿 で は な い と考 え る ので あ る。
ヴ ァ レ リー は、 作 者 た ちが 唯 一 無 二 の 物 に な っ て欲 しい と願 っ た に ちが いな い稀 有 の 名 作 絶
品 を いち ど う に集 め、 とな りど う しに 並 列す る美 術 館 は、 あ ま りに も非 常 識 な も の で あ る と感
じ る。 さ らに、 そ こで の問 題 は 視 覚 が 酷使 され る とい う点 に も あ る。 美 術 館 で は、 時 代 ご との
展 示 が 行 わ れ る ことが 通 例 にな って い る とは い え、 肖像 画 、 静 物 、 風 景画 、 歴 史画 な ど、 多 様
な 主 題 を異 な った 技 法 ・様 式 を もち い て描 かれ た 作 品た ちが 、 視 角 の 自在 な 動 き の な か に 一 瞬
の うち に と らえ られ る こ と にな るの で あ る。 ヴ ァレ リー は、 この よ うな美 術 館 の混 乱 し、 錯 綜
し、 量 的 に拡 大 して ゆ く空 間 に、 急 速 に拡 張 す る 資 本 主 義 の物 質 世 界 と 共 通 す る も の を見 て
とっ た の で あ るげ そ して ヴ ァ レ リー は、 美術 館 の作 品た ち を本 来 の場 所 か ら切 り離 さ れ た もの
と して、 母 な る 建 築 か ら離 さ れ、 置 き去 りに され た 子 供 た ち にた と え る ので あ る。r
この よ うに プ ル ー ス トとヴ ァ レ リー は、 美 術 館 と い う空 間 とそ れ を と りか こ む近 代 の都 市 空
間 との あ い だ の 共 通性 を 見 て とって い た ので あ るが 、 そ れ にた いす る態 度 は ま った く正 反 対 と
言 っ て い い もの で あ る。 そ れ で は、 こ の2人 は、 音 楽 にお け る美 術 館 と も言 うべ き コ ンサ ー ト・
ホー ル にお け る音 楽 の存 在 に つ いて は ど の よ う に考 え 、 さ らにそ の こ とか ら音 楽 の本 来 的 な 場
を どの よ う な もの と して考 え て い る ので あ ろ うか 。
上 述 の よ う な議 論 か ら、 ヴ ァ レ リー が コ ンサ ー ト ・ホ ー ル にた い して批 判 的 で あ る と い う こ
と は想 像 に難 くな い で あ ろ う。 そ こで もや は り作 品 た ち は 、 美 術 館 で と同様 に 、 母 な る建 築 か
ら離 され 、置 き去 りに され て い る ので ある 。 そ れ で は、ヴ ァ レ リー は 音楽 の 本 来 的 な 場 と して 、
ど の よ うな 空 間 を考 え る の で あ ろ うか 。 ヴ ァ レ リー は、 つ ぎ の よ うに言 う。 「作 者 で あ ろ う と
演 奏 の 名 手 で あ ろ う と、 音 楽 芸 術 家 の し ご とは、 録 音 さ れ た音 楽 の うち に、 最 高 の 審 美 的 収 益
の 本 質 的条 件 を見 出 す の で あ る」。 な ぜ ヴ ァ レ リー は、 ヴ ァル ター ・ベ ン ヤ ミ ンが 芸 術 作 品 の
「ア ウ ラ」 を凋 落 させ る もの と して 考 え て い た この 「複 製技 術 」 に、 音 楽 の 本来 的 な 場 を 見 出
した の で あ ろ うか 。 最 後 に、 この 問 題 につ い て考 察 す る こ とで 、 近代 にお け る音 楽 の 特 異 な 存
在 に つ い て考 え る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 美の超越 性 と自律性が近代 の芸術、 と りわ け音楽 の存在 の本質 をなす もので ある
と考 え られ るよ うになる過程 を、 いわ ゆる近代の多義性 というテーマ と関連 させて考究 したも
ので ある。具体 的には、 マ ックス ・ウェーバーの音楽社会学 にお ける音楽の合理化 に関す る議
論 を基軸 に据 えて、ボ ー ドレールの音楽論やプルース トお よび ヴァレリーの美術館 に関す る議
論等 を援用 しなが ら、近代 にお いて音楽 が芸術 の理想 的な状態 と見な され る よ うにな る過程
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を、19世 紀 における音楽概念 の大転換 とそれ をうなが した音楽 の歴史 的な展 開過程 に即 して、
さ らに音楽 をと りま く19世 紀芸術の諸潮流 をふまえなが ら明 らか に して いる。
論文 の全体 は6章 よ りな り、その構成は、序章、 第1章 「近代音楽 の二重 の合理化 一マ ック
ス・ウ ェーバー と近代音楽 の合理化 につ いて 一」、第2章 「『空間』として の音楽 一シ ャルル ・ボー
ドレール の音楽論 一」、第3章 「語 りえな いもの としての音楽」、第4章 「近代 の空間 と芸術」、
終章、で ある。
まず序章で は、バ ラー ジュの台本 によ るバル トークのオペ ラ 『青ひげ公の城』 に寄 り添 いな
が ら、近代 における音楽 の自律性 と超 越性 を浮き彫 りに し、それ らが今 日、音楽学 のみな らず
音楽社会学や芸術社会学で の音楽研究の フロンテ ィアをな して いる ことが指摘 され る。そ して
こう した状況 を複 眼的な視点で見極めよ うとする論 者の立場が 明 らか にされ、そ の後 に本論文
の基本構想 と全体 のス トー リー、 さらに課題が示 される。
第1章 では、 まず社会学 にお いて 「芸術」 にかかわる問題が近代 にお けるそ の重要性 に見合
う位置づ けをあたえ られて いな いとい う状況の許 で、 ウェーバー の音楽社会学が傑 出 した もの
で あることが指摘 され る。そ して彼の音楽社会学 の要諦で ある音楽 の合理化 にお ける西欧近代
固有 の特性が、彼 の未完の草稿 『音楽 社会学 一音楽 の合理的社会学的基礎』 の読解 を通 して 明
らか にされ る。論者 によれば、 これ まで近代音楽 の合理化 は、それ 自体、 遠近法 の歴史的な展
開 と重な り合 う、音程 を単純な整数比 に もとつ く協和す る響 きの関係 の深 ま りと して とらえ る
「和声的合理化」 の直線的な進展過程 として描述 されて きた し、 また ウェーバー の音楽社会学
にたいする理解 もまた、 どち らか とい うと、音 どう しの関係 をそ の間隔 において と らえる間隔
原理 に底礎 する 「間隔的合理化」か ら上述 の 「和声 的合理化」への移行 に即 してな されて きた
という。 しか し論者は、 ウ ェーバ ーの合理化概念 の周到な検討の上に、 彼がい う合理化が きわ
めて多義 的で あ る ことを読 み取 り、 『音楽 社会学』で も、近代西欧音楽 の合理化 を上述 のよ う
な直線的な過程 として とらえていない こと、つ ま り二つ の合理化の一方の ものが跳梁するので
はな く、両 者が交錯す る ことによって近代西欧音楽 の合理化が生 じた とされ て いることを強調
するのである。そ して こうした読み と主張 を通 して、従来、統 一 された遠近 法空間、一枚岩的
な均質空 間 とみなされ てきた近代音楽 の調性空間が、実は二つの合理化が交差 する、それ 自体、
矛盾 をす る どく内包 したもので ある ことが指摘 され るのである。 ともあれ このよ うにして、本
章ではウェーバー の音楽社会学 にた いす る論者の新 しい解 釈が示され る ととも に、引き裂 かれ
たものと して の近代音楽 の本質が鋭 くえぐ りだされ る。 そ してそ うした近代音 楽が、 近代 芸術
の 「自己純化」がすす むユ9世紀後半 にお いて具体 的 にどのよ うに位置 づけ られ ていたかが、次
なる課題 として提示 され るので ある。
第2章 は、 この課題 を解 きあかす前 に、 まず ボー ドレール の音楽論が如上 のウ ェーバー の音
楽社会論 にお ける二重の合理化論を敷術する もの として検討 に附され る。遺稿 のアフ ォリズム
集r赤 裸 の心』 のなかで、ボー ドレールは音楽 を空間あるいは数 と結びつ けて考 えている。論
者 によれば 、従来、音楽は空 間芸術 であ る絵画や彫 刻に比 して、 「時間芸術」 であ るとみ なさ
れて きたが、ボー ドレールは音楽 を数 と結び つける ことによって、近代(「 モデ ルニテ」)の 芸
術の重要な側面 を読み取 っていた とい う。論者が 主張す るに、 ボー ドレール の音楽 と数 に関す
る議論はピ ュタゴ ラス以来の 「天球 の音楽」 という考 え方 に底礎 した ものではな く、近代 の音
楽の存在 に もとつ くものである。すなわち、ボー ドレール の音楽 と数 との結びつ きへ の着 目は、
不可視 的ではある ものの、すでに存在す る万象 の調和 の原理 を浮かび上が らせ ようとす るもの
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ではな く、芸術 家 によ って構築 され る作 品それ 自体 が有 する 「調和(ハ ーモ ニー)」 のなか に
「モデルニテ」 の美を見 い出そ うとす るものである。ちなみ に、ボー ドレールが芸術作品 に見
い出そ うとす る 「調和」 は、一見 した ところ、近代の調性音楽 にお ける調和=和 声 を意 味 して
いるようにみ えるが、そ うで はな く、む しろ、近代音楽の特性 をかたちづ く りなが ら、調性音
楽 の調和 とは相反す るような原理 に底礎 した音組織 に もとついた ものである。 以上 のように主
張す る論者は、ボー ドレール の提示 した近代 における音楽 と数 との結びつきの特性 の問題は、
まさにウェーバー の音楽社会学が内包 して いた深甚な問い、すなわち西欧近代音楽 の合理化の
特性如何 とい う問いに共振す るものであ るとい う。 またそ うであれば こそ、 ボー ドレール の音
楽論は、 調性が崩壊 してゆ く後期 ロマ ン派か ら20世 紀は じめの音 楽の存在 を描 き出す もの とし
て読む こともで きるとい うのである。
第3章 では、前章 までで明 らかにされ た近代 にお ける音楽 の存在態様が、絵 画 における遠 近
法、芸術 の 「自己純化」が追求 され る過程 で浮 き彫 りになった芸術 の理想、そ して言葉 との関
連でさ らに詳述 される。 論者によれば、音楽 にお ける調性 と絵画 にお ける遠近法 は、 両者 がル
ネサ ンス にお いて等 しく登場 し、19世 紀後 半か ら20世 紀 初頭 にお いて ともに崩 壊す る といっ
た、軌 を一に した展開をた どってきた ゆえに、これ までパ ラ レル にと らえ られて きた。 しか し、
絵画 の技法 が対 象 を表象 し再現す る方法 として の遠近法か ら遠ざか るとともに、す なわち絵画
の空 間がた んなる対象 の模倣 ではな く、それ 自体 として 自律化 してゆ くにつれて、音楽が芸術
の理想 ととらえ られるよ うになった という。 ところで この場合 に理想 とされた のは、 まさに調
性音楽 の存在そ の もので あ り、論者はそ こに遠近法 と調性音楽 との(間 の)ず れ を観取す るの
で ある。 ちなみに、論者 によれば、音楽が芸術の理想的な状態 として考え られ るようにな った
背景 として、音楽 につ いて の考え方の根本的な転換がある とい う。 論者 はそ れ を19世 紀 にお け
る音楽 と言葉 につ いて の考 え方 の変化 にもとめてい る。 古代ギ リシア以来、 音楽 と言葉 とが融
合 した状態が音楽 の、あ るいは芸術 の本来 あるべき姿 として繰 り返 し強調 されてきた。 しか し
バ ロック以降、テ クス トに依拠 した中世の声楽中心の音楽か ら、 言葉か ら乖 離 した器楽 を中心
にした音 楽が展開 してゆ くにつれて、楽 曲の統一感 を生み出す ための新たな 手法 が もとめ られ
るよ うにな り、そ こに生 まれたのが 「調性」 である。そ の極致 がソナタ形式 である。 論者 がい
うには、 このよ うにして音楽 が言葉 か ら乖離 して ゆ くとともに、みずか らに固有 の言語 を獲得
する ことになったのであ り、 ひいて は言葉 をもた ない音楽 こそ、音楽 の本来 あるべ き姿で ある
という考 え方が 定着す る ことにな った ので ある。
さて4章 では、 転 じて、以 上のように して 自律 した領域 をなす ものとして考 え られ るように
な った近代 の芸術が、 近代 の諸空間、 と りわ け近代 の都市空間 とどのよ うな関係 にあるのか を
問うた ものである。そ こでは 「砂漠」 にお ける 「巡礼」 をキー ワー ドにして、芸術 の空間 と都
市空間 との関係が読み解かれてゆ く。論者 によれば、キ リス ト教では砂漠 は現 世 にお ける死 に
よって再生 の可能性 を得 ることので きる場であ り、巡礼 とは都市の秩序 を向 うにして混沌の領
域 をさま ようことを意味 していた。 ところが歴史的には、巡礼の形態 はたえず変化 し、教会 自
体が地上 を旅す る巡礼者 を意味するよ うにな り、 宗教改革 とともにさ らに変貌 を遂 げ、 都市に
おける経験 自体が砂漠的な ものになった。そ してパ ノラマや塔 な どの遠近法 的な視点 を構築す
る装置が要 となるよ うな近代の都 市空間が できあがったのである。それ は論者 によれば、 たえ
ず変 化す る都 市の空間 のなかでは失われて しまう、 みずか らを位置づ ける場所 をふ たたび観客
が手にする ところである。 しか し論者が いうには、 こう した都市空間は都市そ のものを絵画的
一264一
な もの に し、 それ を鑑 賞す る視 線 によって貫 かれてお り、 したが ってそれ が跳梁 す る ことに
よって芸術作 品の存在 自体がおびやか され る ことにな り、ひいては鑑賞 と消費へ のまなざ し、
すな わち芸術 と商 品の間の まな ざ しの差異が いっそ う不分 明 にな る ことを意 味 して いる とい
う。だか らこそ論者 によれば、上述 のような状況 において、 美術館 あるいは コンサー ト ・ホー
ルが芸術 の 自律性 を護 るための最後 の砦 として重要性 を帯びて くるのである。 だが、 こうした
美術館 にそそがれ るまなざしは、 けっ して一様ではない。 ちなみ に、 プル ース トはそ こに芸術
作品の死 による 「再生」 の可能性 をみ るの にたい して、 ヴ ァレリーは急速 に拡 がって いる資本
主義 の物質世界 と共通す るもの を観取 して いるという。
終章で は、以上 の展 開が概括 され る。結局の ところ、近代の芸術 の 自律性 が まさにその肯定
と否定、 生 と死 を通 してかたちつ く られて きた ことが確認され、近代 の芸術 の存在がひ とつの
「エピステー メー」か らいまひ とつ の 「エピステーメー」 への移行 として描 き出される ことに
な ろうという予感が示 されるのであ る。
以上、観 られ るように、本論文は従来の芸術社会学において 自明のもの とされてきた絵画 に
お ける遠近法や音楽 にお ける整律 された調性 システムに もとつ く和 声を社会 学的問題構制 とし
て と らえか えすなか で、音 楽が 自律的か つ超越 的な存在 として把 握 され る こ とにな る 「慣 習
(conventions)」 が どのように して もた らされ る ことになったか を明 らか に しよ うと した もの
であ る。そ こではモダニテ ィの両義性 にたいする透徹 した認識 ときわ めて 明晰な論理の許 に、
音楽社会学や音楽 の社会史のみな らずカルチ ュラル ・スタデ ィーズな どの分 野での先行 す る諸
成果 の幅広 い渉猟 と、近代の音楽 の存在にかかわる諸概念 の精緻 な吟味 ・検討 を経 て、如 上の
試みが成功裡 に遂行 されている。 と りわけウェーバーの音楽社会学 に関す る論者 の解 釈、畢寛、
近代音楽の調性の空間が 「間隔的合理化」 と 「和声的合理化」 とが交差す る、 それ 自体、 矛盾
をする どく内包 した ものである とす る論者の指摘 は、音楽社会学 を こえて、広 くウ ェーバー研
究 に新 しい局面を切 り開 くもので ある といえる。
よって本論文 の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す る もの と認
め られる。
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